
　LPガス・灯油などの燃料および機器販売をはじめ、上下水道工事（市の指定業者）、
住宅・空調機器販売（リフォーム）を展開するマルナカ燃料。横手市の合併前でいう旧
十文字町のほか、湯沢市、大仙市などがガスの供給エリア。地域に密着した燃料の安
定供給、保安体制はもとより、LPWA導入での効率化を図りながら、お客さまとの繋が
りにも重きを置く。

有限会社マルナカ燃料

　LPWAシステム導入の目的は「遠隔地への設置による検針の効率化」、「使用量の季
節変動によるガス切れ対策・配送効率化」である。令和4年度に初めての申請を行い
300件の設置を行った。
　検針は専任の正社員が行っているが、保安業務も兼務している。検針と法定点検の
時期が重なった際は特に忙しくなる。法定点検は期限内の完了が必須のため、営業担
当者なども点検作業を手伝うことが度々あった。そのような状況下、効率化を図るため
にLPWAの導入は遠隔地から実施。検針業務が月に3～4日短縮されるため、今後はそ
の分を保安業務の強化に注力していくという。
　また、温水暖房を使用するお客さまの場合、ガス使用量の変動が大きくなるためガ
ス切れが懸念される。季節の変わり
目などは、使い始めの予想が非常に
難しい。「以前は、担当者の経験によ
る予測に頼る部分も大きかった。設置
後は毎日使用量が確認できるので、
正確な残量を知ることができる。配送
担当は残量を見に行く必要がなく
なったので、車の走行距離も減って効
率よく節約ができました」と営業部部
長の平塚太朗さんは話す。

遠隔地の検針、ガス切れなどの課題も、効率よく節約しながら解決！

（秋田県横手市)
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　設置する機器の検討は、途中でメーカー変更ができないため、数社から慎重に話を
聞いた。山間部での電波状況、メーカー担当者への信頼感などもあり、東洋計器に決
めた。お客さまへの周知はメーカーから支給されたチラシを使い、１件１件丁寧に話を
した。取り付け作業は営業の3名で行い、メーカー担当者からは早く取り付けるコツな
ど手厚くアドバイスを受けた。しかし設置時期が9月から12月となり、ガス展示会で販
売した商材や暖房機などの取り付け工事の繁忙期と重なり苦慮したという。
　一方、お客さまとの接点機会を非常に大切にしている同社は、ご家庭での「ちょっと
したお困りごと」にも積極的に対応している。例えば、「蛇口が凍結してしまった」という
問い合わせや、検針時に「電球交換をしてほしい」など、独り暮らしや高齢のお客さまか
ら頼りにされることも多い。毎月の検針時の
訪問だけではなく、営業担当、配送担当と数
名でお客さまのお宅への訪問機会を創出し、
十分なフォロー体制を整えると共に訪問時の
情報も朝礼などで常に共有している。
　「LPWA導入により訪問回数が圧倒的に
減ってしまいましたが、実は待ってくれていた
お客さまがいらっしゃいました。訪問回数を減
らしたいわけではないので、今後も訪問は続
けていきたい。効率化で時間ができたこと
で、地域を決めて重点的に回るなどの訪問も
可能になるかも知れません」と総務部部長の
寺田秀世さんは話す。

LPWA導入後も、訪問機会を減らさずお客さまと向きあうことがモットー！

「今後もこのような補助金事業があった場合は、申請し計画的な設置をしていきたい。
それによって業務効率化を推し進め、『地域密着』をさらに推進し、保安活動や客先訪
問に向けていきたい」と寺田さんはさらなる展望を語った。

今後の展望
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


